
第
四
巻
　
　
紹

介

秀
吉
の
藩
、
笠
藝
力
髭
し
・
第
＋
薯
於
て
鑑
聖
画
P
伽
撫

に
て
は
」
貝
淑
に
し
て
入
望
あ
り
し
北
政
所
と
，
醜
聞
な
悠
へ
ら
れ
六
淀
殿
と

の
問
に
自
ら
抗
箏
の
生
ぜ
し
は
自
然
の
数
に
し
て
，
早
期
黙
な
立
て
蘭
〃
原
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役
の
訪
岡
法
り
し
事
進
む
べ
か
ら
す
と
書
ヘ
リ
G
　
第
†
一
章
・
太
駕
の
同
胞

に
て
は
太
閤
の
異
父
端
秀
長
、
籠
目
秀
、
嫁
南
明
院
夫
人
の
事
蹟
な
略
費
し

　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　

第
十
二
章
小
駒
川
菟
秋
に
て
は
ダ
北
政
所
の
逼
れ
ろ
彼
が
隠
然
と
し
て
太
開
の

待
縫
者
細
以
て
財
ぜ
ら
れ
し
に
、
出
で
・
小
早
翔
隆
景
の
後
な
繊
ぎ
、
朝
鮮
、

再
征
の
孟
師
に
任
ぜ
ら
れ
な
が
ら
、
落
懸
に
し
て
、
暴
慢
な
る
彼
は
、
隆
景

の
鷺
制
に
蓮
ふ
審
多
く
、
關
目
脂
に
は
終
に
家
康
に
晦
じ
て
颪
軍
潰
敗
の
露

な
播
身
し
は
益
て
北
政
灰
の
指
示
に
俵
れ
る
な
ら
々
と
推
定
す
。
猛
士
二
章

む
　
む

細
論
に
於
て
、
秀
害
は
政
略
上
父
な
顯
は
さ
ノ
リ
し
も
、
其
訊
先
に
識
し
て

も
父
に
倒
し
て
も
棺
當
r
奉
仕
ぜ
し
事
，
養
チ
相
踵
で
興
れ
、
家
庭
の
主
人

と
し
て
の
不
蓮
な
認
め
、
党
，
族
に
乱
し
て
覧
厳
興
宜
き
な
得
六
る
も
、
な
ほ

淀
殿
な
溺
鍵
ぜ
一
事
な
指
摘
し
て
彼
は
理
性
の
人
に
非
す
し
て
情
の
人
な
り

と
淫
し
、
ナ
閤
の
岡
情
な
惹
く
義
脚
亦
・
．
㌧
に
あ
り
と
結
ぶ
。
三
五
版
三
百

頁
蝕
の
小
冊
子
な
が
ら
、
よ
く
太
閣
の
内
的
厘
活
を
叙
説
し
、
加
ふ
る
に
臆

所
に
謹
像
、
筆
蹟
、
墓
所
等
の
篤
鼓
三
十
五
葉
な
挿
入
し
ぬ
れ
ば
誰
過
の
際

籔
限
の
感
興
な
ぞ
、
る
ん
丸
覚
ゆ
。
戸
B
緊
緊
構
陶
方
言
會
炎
行
、
定
会
…
、
八
○
）

〔
中
村
▽
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⑳
予
隷
賠
代
襯
　
　
＼
　
　
　
　
女
空
士
　
中
村
孝
也
著

第
三
號

一
五
〇
　
（
五
〇
紺
）

　
本
書
目
次
断
ず
る
所
．
元
藤
時
代
の
地
位
、
町
人
階
級
の
勃
興
、
元
諜
賓

永
の
政
局
、
元
素
鯉
早
落
度
の
金
銀
貨
改
舘
、
元
諜
賢
永
前
後
の
縫
態
，
元
醸

暗
躍
の
窒
息
。
ケ
ン
ペ
ル
と
元
誰
時
代
あ
り
。
著
者
は
田
田
時
代
な
以
て
近

世
女
化
史
上
の
最
…
静
岡
潮
期
な
り
と
し
て
、
文
旦
の
隆
興
，
藝
技
の
昌
榮
と
濃

艶
豪
快
の
戴
爾
と
鷹
揚
寛
潤
の
世
相
葎
讃
美
ぜ
ん
と
し
た
る
か
如
し
、
著
老

は
此
く
の
如
き
確
代
の
垂
簾
は
幕
府
敷
治
の
成
立
な
安
全
寡
ら
し
む
べ
き
霰

蓼
問
題
，
即
ち
鉗
外
、
財
…
政
，
朝
廷
及
諮
町
並
に
濃
人
に
陣
す
る
諸
種
の
問

題
が
何
れ
も
距
紙
代
に
調
て
解
決
ぜ
ら
れ
出
ろ
に
事
由
す
る
も
の
と
し
，
且

つ
蜘
畦
代
の
蒜
殖
の
色
彩
に
は
町
人
階
級
の
勃
興
あ
り
て
、
大
瞑
注
戸
の
如

き
大
都
市
の
螢
蓬
、
武
家
と
町
人
の
援
鋤
等
な
見
る
に
至
り
、
政
冶
め
方
衝

に
て
貧
政
治
家
の
個
性
と
政
燭
の
推
移
に
論
ず
べ
き
も
の
あ
り
と
し
、
一
般

搬
態
に
就
い
て
は
敵
討
警
確
り
繁
晶
犠
死
の
流
行
よ
リ
浮
世
草
紙
浄
瑠
璃
、

欝
昇
の
状
況
等
を
詳
訊
し
、
時
代
の
國
期
生
藩
冷
論
ぜ
り
。
塞
書
も
と
謹
者

と
共
に
更
興
↑
樂
ま
ん
と
し
て
、
著
者
の
筆
な
走
ぜ
し
も
の
と
其
自
序
に
認

ず
る
如
く
、
其
戯
言
に
於
て
は
暑
し
も
糟
選
琢
磨
存
経
た
る
も
の
と
云
ふ
に

あ
ら
す
、
繁
衙
に
於
て
人
考
ふ
ろ
所
を
輿
に
す
べ
し
と
難
も
、
而
も
行
丈
興

趣
あ
ろ
に
力
め
て
著
者
感
興
の
架
雀
競
る
如
く
、
又
一
般
談
馨
界
の
談
物
と

し
て
薦
む
べ
き
も
の
な
る
べ
し
。
（
啓
成
瀧
淫
行
，
債
二
、
八
○
）
〔
閥
田
〕
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旧
地
直
一
著

　
承
轡
は
著
者
が
昨
年
四
垣
集
京
女
科
大
量
一
遍
σ
る
公
欄
講
義
の
手
雛
鱗


